



























































１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
初級Ｉ 1２ ４ ８ ０ ４ 1６ 1２ 6４ 4０
初級Ⅱ 1１．４ ２．８ ０ 2.8 1０ 1２．８ ８．５ 31.4 3２．８
中級Ｉ １０ ２ ０ ２ 1０ 1２ ０ 2４ 3２
中級Ⅱ ５ ０ ０ ０ 2.5 ０ ０ 27.5 4２．５
上級 6.6 1.6 ０ ０ 3.3 1０ 8.3 2５ 3０



































初級Ｉ 初級Ⅱ 中級Ｉ 中級Ⅱ 上級
２－１ １６．５ 1６．１ ８．６ 4.3 3.9

































① ② ③ ④ 平均
20.4 1９．２ 52.6 46.7 84.3 4４６
Ｉ 1２７ 1０ 1６．９ 3０ 55.1 2４９
級Ⅱ 3.3 7.5 5.9 ８．７ 21.0 8.1







































スキ_ ９２ ８ ３ ４１
フ ジカセ 1１ ７ ３ ４
ツアーコンダクター ９５ 1１ ６ 1１
旅行 1０ ３ ３ ３
ちょっと 1０ ２ ２ ２
病気 ３５ ０ ２ ２
野球 ９ ４ ０ 0
国家 ８６ ５１ ３ ４
試験 ４６ ５ ３ ２
資格 ３１１ ４５ ５ ３３
留学生教育センター紀要
答率は５割ちょっとで，あまりよくない。二重否定が難しかったのだろう。正答率が５割以下のも
のは次のとおり。（）内は正答率
「この間題できますか」「こんなのわけないですよ」（48.3％)，これは続いて「今曰中にこれ全部で
きますか」「できるわけないでしょう」（71.0％）という会話があるので，両方「わけない」という
語があって混乱したらしい。「これおすそわけです」「それはそれは」の「それはそれは」が「あり
がとうございます」か「ご苦労ざま」か選ぶ問題（35.4％）や「お客さま，この机なんかいかがで
しょう」「うちのような狭い所にはもってこいだね」というのは「いい」と言っているのか，「よく
ない」と言っているのか考えさせる問題（25.8％）では，「おすそわけ」「もってこい」などの語が
分からなければ答えられない。
会話の先を予想させる問題で，「頑張ってみたところで……」のつぎの会話は「うまくいくでしょ
うね」なのか，「うまくいかないでしょうね」なのか選ばせる問題も（35.4％）正答率は低い。これ
も「したところで」は述部に否定がくるということ，「頑張ってふたところ」とは違うということを
しっかり知識として知っていなければ出来ない。
３－２の各クラスの誤答率は以下のとおり。
中級138.2％中級Ⅱ40.7％上級27.1％
(3)分析とプレイスメントテストへの応用
１）の結果として音の聞き分け能力は，必ずしも日本語能力に比例しているとは限らないことが
わかった。上級者の中にも音の聞き分け能力の落ちる者があり，従って，上級クラスでも普段の授
業の中で訓練する必要があるということである。プレイスメントテストとしては，クラスに分ける
能力とは別のところで結果が出てしまうという点で，適切とは言えない。
２）については，空所を埋める問題でも，小さいことが結果を左右するのであるから，充分その
ことを考慮して学生に余分な負担を強いないように問題を作る必要がある。
ここで使った問題なら，２－１，２－２まで，初級と中級を分けることができ，２－３で，中級
Ｉと中級Ⅱを分けることはできるが，初級Ｉと初級Ⅱ，中級Ⅱと上級を分けることは難しい。従っ
て，書き取りでクラスを分けるためには語彙，文脈など一層の工夫をすべきであろう。初級Ｉと初
級Ⅱを分けるためには，書き取りは有効だと考えられるが，中級Ⅱと上級を分けるにはあまり有効
とは思えない。聞き取る能力には違いがないからである。従ってもう少し高度の応用力を見るよう
なテスト形式を導入すべきであろう。
３）については，３－１ではクラスと成績が一致しているが，中級Ｉの誤答率が５割以上もあ
り，中級Ｉには適切ではない。文法事項としては全て初級の学習事項であるが，決してやさしい項
目ではない。従って中級であってもこれを聴解テストの問題にすると，ペーパーテストと違って回
答するための時間も短く，瞬間的な判断力が要求されるので，やはり難しいのであろう。聴解テス
トではその点をよく考慮しなければならない。
5６－
プレイスメントテストと聴解力
３－２は，日本語にどの位慣れているか，その語を知っているかどうかによって成績が左右され
るといえよう。そしてこれらの語が曰本語を学ぶ者が誰でも知っている必要があるかどうか，会話
の綾とでも言うべきことを知識として持つ必要があるかどうかという点になるとやや疑問がある。
勿論中には必要な学習事項もあるが，このようなことを限られた時間の中で知識として習得する前
に学ぶべきことがあるのではないか。日本人の中で生活するうちに覚えるならともかく，大学や大
学院で限られた時間内で勉強する者にとってはなおさら必要かどうか疑問が残る。この問題は日本
語能力検定試験のための問題集からとったのであるが，日本の大学を受験する留学生にとっては日
本語能力検定試験は避けて通れない試験である。その試験でこのような問題が出題されているとい
うのは受験生の負担の上からも，入学後の必要度からも適切ではないといえよう。
ところで，結果から分かるように中級Ｉにとって，難しさを強く感じた問題であった。上級クラ
スはやや成績がよかったが，中級Ｉと中級Ⅱは成績がわずかではあるが，逆転している。これは中
級Ⅱが書き取りで上級より成績がよかったことを考えると，どちらの問題が正しく日本語の能力を
測定しているか疑問である。従って金沢大学の曰本語補講のためのプレイスメントテストとしては
一考を要する。
(4)結 論
ここで使った問題は，初級者と上級者にそれぞれ適切でありかつ段階的に成績が出るもの，さら
に音声面，聴力面，文法，語彙その他の運用力を見ることを考慮したものであった。しかし，中に
は結果を見て適切とは言えないものもあった。
またこの結果から承ると，現在のクラスでは中級Ｈと上級の差がはっきりしているかどうかやや
疑問がある。
これからも中級Ⅱと上級にクラスを分けるなら，プレイスメントテストの方法を工夫すべきであ
ろう。現在はペーパーテストは初級Ｉと初級Ⅱ，あとは中級以上の三種だけで，聴解テストも二種
だけである。しかもプレイスメントテストでクラスを分けるのは新来の留学生だけで，従来の学生
は自動的にクラスが進むことになっている。また，学生個人の希望がかなり優先され，教師のほう
は－ランク下のクラスが適当だと思っても，学生が強く希望すれば，望むクラスで授業を受けさせ
てきた。学生は大体実力より上のクラスを希望することが多く，従って上級クラスほど人数が増加
する傾向が見られた。今までのように人数が少ない場合はこれでもよかったが，学生数も増加し，
クラスによっては授業も難しいということになれば，やはりもう一度プレイスメントテストならび
にクラス分けの方法について一考を要するであろう。しかし，これは曰本語の補講そのものがどこ
まで留学生の日本語学習にかかわるかということとも関連することで，簡単に結論の出ることでは
ないが，よりよいプレイスメントテストとはどんなものであるか，考察を続けたい。
－５７－
